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拝啓	
 私は 20015 年９月 30 日

に新著ノンフィクション「日本

兵捕虜はシルクロードにオペラ

ハウスを建てた」を角川書店よ

り上梓いたしました。	
 

	
 このテーマは私が日本ウズベ

キスタン協会（設立当初は任意

団体。現在は特定非営利活動法

人。）を設立した後、10 年以上

にわたり取材、調査してきまし

た。実話のノンフィクションと

するため、何度か挫折しながら

も書き上げた思い入れのある本

です。	
 

	
 戦後 70 年にあたる今年は、

様々な戦後史ものが出版されて

きました。なかでも多かったの

がシベリア抑留の悲劇です。本

作はシベリア抑留の悲劇とは違

ったソ連での抑留生活を描きま

した。	
 

	
 中央アジアの収容所ですごし

た 457 人の日本人捕虜が旧ソ連

の４大オペラハウスの一つとな

るビザンチン様式の「ナボイ劇
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場」をロシア革命 30 年にあた

る 1947 年 10 月に完成させたの

です。厳しい収容所生活にあり

ながら「後世に日本の恥となる

ような建築は作らない。その上

で、全員が元気に帰国する」こ

とを使命として永田行夫隊長以

下 10〜20 代の捕虜たちがウズ

ベク人と協力して建築したもの

です。	
 

	
 1966 年の大地震でタシケント

市が全壊した時、ナボイ劇場だ

けは凛として悠然と建ち続け、

中央アジアの人たちを驚かせま

した。そのことが 91 年のソ連

からの独立以来、日本をモデル

にした国づくりをしようという

動きになったのです。	
 

	
 シベリア抑留の悲劇に隠れ、

ウズベクのオペラハウス建設の

秘話はこれまで日本人にほとん

ど知られていませんでした。ナ

ボイ劇場の裏手に行くと「この

劇場は日本人が建設し、完成に

貢献した」という碑文があり、

これを読んだ日本人は皆涙しま
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す。またウズベクの方々が毎週

日本人墓地を掃除してくれてい

ます。	
 

	
 ぜひ若き日本の抑留者たちの

労苦と協力・和の精神が中央ア

ジア全体に多くの親日国を作っ

たことにつながったことを知っ

て頂き、満州抑留兵のもうひと

つの秘話を広めて欲しいと思っ

ております。	
 

	
 ウズベキスタン訪問中の 2015

年 10 月 25 日に安倍首相は本書

の舞台となったナボイ劇場や日

本人墓地にも訪問されておりま

す。また、10 月及び 11 月上旬

にはアマゾンの「日中・太平

洋」部門で１位になっておりま

す。この秋に日本人論を再考

し、感涙の一冊としてもぜひ多

くの皆様にご紹介いただければ

幸いです。	
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 シルクロードの日本人伝説─大戦後、満州から中央アジアのシルクロード

に抑留された 450 人余の日本人捕虜の感動的秘話。	
 

	
 1947 年 11 月のロシア革命 30 周年までに建設を命じられたビザンチン風、

３階建て 1400 席のオペラハウス。街を全壊させた大地震にもビクともしな

かった劇場はいま、ウズベキスタンの誇りとなっている。戦後 70 年目に蘇

る実話。	
 

	
 親日の象徴である「ナボイ劇場」の建設秘話を描いた感動のノンフィクシ

ョン	
 


